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就
任
の
ご
挨
拶

きたそらち農業協同組合

会長理事 柏　木　孝　文

　
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
様

に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
推
察
し
、

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
、
当

組
合
の
各
事
業
に
つ
き
ま
し
て
格
別
の
ご
理

解
・
ご
高
配
を
頂
き
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
私
こ
と
ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合

連
合
会
副
会
長
へ
の
就
任
に
伴
い
、
６
月
29

日
開
催
の
第
７
回
理
事
会
に
お
い
て
代
表
理

事
組
合
長
を
退
任
し
、
会
長
理
事
に
就
任
致

し
ま
し
た
。
組
合
長
を
拝
命
し
て
６
年
、
当

Ｊ
Ａ
の
理
念
で
あ
る
「
農
業
振
興
を
通
じ
て

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
」
を
常
に
役
職
員
と

共
有
し
な
が
ら
、
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て
来

た
こ
と
に
よ
り
色
々
な
難
局
を
乗
り
越
え
ら

れ
た
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

期
間
が
長
く
、
販
売
に
お
い
て
は
、
在
庫
の

増
大
に
よ
る
価
格
下
落
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
の
激
減
、
中
・
外
食
の
需
要
減
等
で
、
様

変
わ
り
し
、
基
幹
の
米
を
筆
頭
に
農
作
物
全

体
が
影
響
を
受
け
、
農
業
界
に
と
っ
て
暗
黒

の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
春
先
か
ら
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
を
起
因
と
す
る
、
燃
油
価
格
の

上
昇
・
農
作
物
の
輸
入
停
滞
に
よ
る
価
格
の

高
騰
、
物
価
の
上
昇
な
ど
、
経
済
の
停
滞
を

実
感
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
農
協

は
、
系
統
集
結
を
中
心
に
農
業
を
守
る
た
め
、

北
農
５
連
と
も
協
力
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る

手
立
て
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。
立
場
が
変
わ

り
ま
し
て
も
、
地
域
を
守
る
た
め
、
こ
れ
か

ら
も
尽
力
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
内
農
政
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
運
用
の
厳

格
化
に
伴
い
、
農
協
の
基
幹
で
あ
る
水
田
で

の
５
年
ル
ー
ル
の
適
用
も
２
年
目
を
迎
え
、

中
山
間
を
多
く
抱
え
て
い
る
地
域
の
組
合
員

に
と
り
ま
し
て
は
、
正
に
死
活
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
農
協
と
し
ま
し
て
も
、
地
域
の

声
に
耳
を
傾
け
、
現
場
の
意
見
を
中
央
に
届

け
る
事
が
大
事
で
あ
る
と
の
思
い
か
ら
、
農

水
省
と
の
懇
談
等
を
通
じ
、
訴
え
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
良
い
成
果
が
上
げ
ら

れ
て
い
な
い
の
も
事
実
で
す
。
今
後
に
お
い

て
も
我
が
地
域
の
課
題
、
北
海
道
の
実
情
を

中
央
に
向
か
っ
て
訴
え
て
い
く
所
存
で
す
。

　
ま
た
、
本
年
は
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
の
検
証
、
見
直
し
の
年
で
す
。
制
定
か
ら

20
年
が
経
ち
、
世
界
的
な
食
糧
情
勢
の
変
化

や
地
球
環
境
問
題
、
海
外
と
の
自
由
貿
易
と
、

我
が
国
を
取
り
巻
く
環
境
の
著
し
い
変
化
に

対
応
す
る
た
め
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
、食
に
対
し
て
、国
民
皆
様
の
意
識
を
、

安
全
・
安
心
な
国
産
農
畜
産
物
へ
回
帰
し
て

も
ら
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、「
適
正
価
格

の
形
成
」
の
確
立
に
向
け
、
強
い
気
持
ち
を

持
っ
て
ホ
ク
レ
ン
副
会
長
と
し
て
の
任
に
あ

た
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
後
も
、
新
し
い
体
制
の
も
と
役
職
員
一

丸
と
な
っ
て
事
業
運
営
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
指
導
・
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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就
任
の
ご
挨
拶

きたそらち農業協同組合

代表理事組合長 岩　田　清　正

　
盛
夏
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
於
か
れ
ま

し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
事
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
農
協
事
業
運

営
に
関
し
ま
し
て
、
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
事
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
こ
の
度
、
柏
木
孝
文
前
組
合
長
の
ホ

ク
レ
ン
副
会
長
就
任
に
伴
う
常
勤
体
制
の
変

更
に
よ
り
、
代
表
理
事
組
合
長
を
仰
せ
つ
か

る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
浅
学
ゆ
え
、
こ
の
重
責
を
全
う
で
き
る
か

不
安
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
業
務
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
な
お
一
層
の
お
力
添

え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
今
の
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
に

つ
き
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
活
動
自
粛
も

緩
和
さ
れ
、
徐
々
に
経
済
も
回
り
つ
つ
あ
る

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
過
去
３
年
に
渡
る
影

響
は
と
て
も
大
き
な
も
の
が
あ
り
、
本
格
的

な
回
復
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
も
の

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対

す
る
軍
事
侵
攻
も
依
然
と
し
て
先
の
見
え
な

い
状
況
が
続
き
、
我
々
の
生
活
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
食
料
安
全
保
障
の
観
点
で
は
、
国

産
の
食
料
で
は
賄
え
な
い
こ
と
は
十
分
に
理

解
し
な
が
ら
も
、
具
体
的
な
内
容
が
乏
し
い

ま
ま
進
ん
で
い
る
こ
と
が
現
状
で
あ
り
、
ま

た
、
資
材
な
ど
の
価
格
高
騰
も
依
然
と
し
て

続
き
、
円
安
の
要
素
も
加
わ
る
等
で
我
々
農

業
者
の
所
得
を
圧
迫
し
て
お
り
ま
す
。

　
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
に
お
け
る｢

適
正
価
格
の
形
成｣

を
強
く
願
う
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
方
向
を
見
失
う
事
な
く
前
進
す
る
こ

と
は
必
要
で
あ
り
、
前
進
す
る
こ
と
で
見
え

て
き
た
問
題
点
を
解
決
し
、
さ
ら
な
る
飛
躍

の
糧
に
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
よ
る
持
続
可
能
な
社

会
へ
の
協
力
も
、
組
織
と
し
て
の
活
動
に
盛

り
込
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
、
き
た
そ
ら
ち
農
協
は
「
農
業
振

興
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
」
を
経

営
理
念
に
、
さ
ら
な
る
一
歩
を
踏
み
出
せ
る

農
協
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
歩
ん
で
参
り
ま
す
。

　
第
７
次
の
農
業
振
興
計
画
・
農
協
経
営
計

画
も
あ
と
２
年
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
水
張
面
積
の
維
持
拡
大
と
、
米
価
格
の
浮

揚
は
勿
論
で
す
が
、
各
農
畜
産
物
の
販
売
価

格
の
上
昇
と
生
産
性
の
向
上
、
新
規
就
農
者

を
し
っ
か
り
と
定
着
さ
せ
る
た
め
の
方
策
、

労
働
力
の
問
題
な
ど
に
も
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
地

域
・
社
会
に
貢
献
出
来
る
よ
う
事
業
の
運
営

に
あ
た
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆

様
の
一
層
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
末
尾
な
が
ら
皆
様
の
御
健
康
と
ご
繁
栄
を

ご
祈
念
し
て
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（3）



就
任
の
ご
挨
拶

きたそらち農業協同組合

代表理事専務 松　田　直　人

　
盛
夏
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
農
協
事
業
運

営
に
際
し
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
い
て

お
り
ま
す
事
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
柏
木
孝
文
前
組
合
長
の
ホ
ク
レ

ン
副
会
長
就
任
に
伴
い
、Ｊ
Ａ
常
勤
役
員
執

行
体
制
の
変
更
が
行
わ
れ
る
運
び
と
な
り
、

６
月
29
日
開
催
の
第
７
回
理
事
会
に
お
い
て

代
表
理
事
専
務
の
任
を
担
う
事
と
な
り
ま
し

た
。
も
と
よ
り
そ
の
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
改
め
て
実
感
し
、
非

常
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
き
た
そ
ら
ち
農
協
の
更
な
る
発
展
を
目
指

し
て
全
身
全
霊
を
賭
し
て
職
務
に
あ
た
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
か

ら
の
よ
り
一
層
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
の
程
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
我
々
を
取
り
巻
く
農
業
情
勢
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
類
感
染
症
に
移
行
と

な
っ
た
も
の
の
、
外
食
需
要
が
回
復
に
至
っ

て
お
ら
ず
、
過
剰
在
庫
が
解
消
さ
れ
な
い
ま

ま
、
依
然
と
し
て
低
水
準
の
米
価
と
な
っ
て

い
る
上
に
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、

中
国
の
輸
出
規
制
、
円
安
等
の
影
響
に
よ
り

肥
料
原
料
や
燃
油
が
調
達
難
と
な
り
、
生
産

資
材
価
格
が
大
幅
に
高
騰
し
て
い
る
事
か
ら

農
業
所
得
が
逼
迫
さ
れ
、
非
常
に
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
内
農
政
で
は
水
田
活
用
直
接
支

払
交
付
金
の
要
件
厳
格
化
が
示
さ
れ
、
担
い

手
が
将
来
に
希
望
を
持
ち
、
安
心
し
て
営
農

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
支
援
す
る
政
策
を
強

く
訴
え
か
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
第
７
次
農
業
振
興
計
画
・
農
協

経
営
計
画
の
４
年
目
で
あ
り
、重
点
目
標「
農

業
所
得
の
向
上
と
持
続
可
能
な
農
業
経
営
の

確
立
」・「
担
い
手
の
育
成
確
保
と
地
域
農
業

の
活
性
化
」・「
農
業
応
援
団
・
パ
ー
ト
ナ
ー

づ
く
り
と
組
織
基
盤
強
化
」
に
向
け
た
実
践

状
況
の
検
証
と
併
せ
て
、
地
域
の
農
業
と
暮

ら
し
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
し
て
の

Ｊ
Ａ
の
役
割
を
よ
り
強
化
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
協
同
組
合
の
原
点
に
立
ち
返
り
、「
作

り
手
」「
売
り
手
」「
買
い
手
」
の
そ
れ
ぞ
れ

が
満
足
感
や
幸
福
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
「
人

的
結
合
」
を
強
め
な
が
ら
新
た
な
価
値
を
創

造
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル

の
三
つ
の
安
定
（「
農
業
生
産
の
安
定
」・「
農

業
経
営
の
安
定
」・「
農
協
経
営
の
安
定
」）

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
の
経
営
理
念
は
「
農
業

振
興
を
通
じ
て
地
域
社
会
へ
貢
献
」
で
あ
り

ま
す
。「
安
心
・
安
全
な
農
畜
産
物
を
生
産

し
供
給
す
る
」
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
し
、
全
て
の
事

業
に
お
い
て
組
合
員
、
地
域
住
民
の
皆
様
に

生
涯
を
通
じ
て
「
安
心
・
安
全
な
サ
ー
ビ
ス
」

を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
と
地
域
に
と
っ
て
ご
健
勝

で
稔
り
多
き
年
で
あ
り
ま
す
事
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
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青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部

　6月30日、雨竜町の特産、青 メ ン「 メ ン」が初出 された。この日は雨竜町メ ン部会（

部会長）の さんが、 6 ース（5玉 り1 ース・4玉 り5 ース）を運び れた。

　この日、同部会員に り行われた では、 17 と み十 で出 準の14 り高い

を出した。また 後は、同部会員がメ ンを1つ つ手に り

けし、出 された全ての ースに最も高い の「秀」を けた。

　 さんは、「5月の で生 は全体 に れ となったが、

事出 することができ安 している。 年は 年 り くておいし

いメ ンとなった。 の人に て ければ」と で話す。

　 りが く の高さが特 の「 メ ン」は、同部会の15

が 26 で しており、 年は1 1 ースの出 、4 6

の売上げを 。出 は7月 ・ にピー を迎え、8月

まで続く。

各地区で
特産メロン出荷開始
各地区で
特産メロン出荷開始

初出 した さん（ から2人目）

雨竜暑寒メロン雨竜暑寒メロン

　6月25日、 な みが特 の メ ン「北 メ ン」の出 が まった。この日は、北 メ ン生

産 会（ 口 会長）の さん（一 地 ）が、青果部野 出 施設に 15 ース（1 ー

ス4玉 ・5玉 り）を出 した。

年は5月の ・日 時間は 年に 高く経 したものの、着

果時期の の に り着果にバラつきが出る 、管理 には

する年となったが、 の が大きかった事に り の上がり

は く、この日の では 1 と さ十 のメ ンが出 された。

　 26日には、 川市の 式会 イ で初 りが り、1㌜（秀

5玉 り）が10 で された。

　「北 メ ン」は、同 会が 4 に けしており、7月

から をピー に まで出 が続く。 年は1 2 ースの出 、

4 5 の売り上げを 。 初出 した さん（ から 人目）

北斗メロン北斗メロン

　6月18日、北竜町の特産「北竜 まわりメ ン」が初出 された。この日は、北竜メ ン生産 合（

合長）の さんが、50 ース（1 ース4から5玉 り）を出 した。

　 年は 先の が し、 年 り 日 い初出 となった。 やかな りと さが特 の青 メ ンで、

この日出 したものの は173 と、 年（16 2 ） り高いものとなった。

　 さんは、「4月20日の着果後は の が イ スになる日

も り、メ ンの生 には しかった。特に 大期の が し、

玉 体が く、 イ も 年 りも さくなったが、 や 目、そし

て特に さに して し なく、美 しいメ ンができたので、 く

の人に てほしい」と で話す。　

　「北竜 まわりメ ン」は同生産 合の25 が 5 で し、

年は2 ースの出 、 の売り上げを目 す。出 のピー

は7月 から まる。

初出 した さん（前 ）

北竜ひまわりメロン北竜ひまわりメロン

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（5）



　 月 日、深川市道の 「ライスランドふかがわ」 生

20 年 イ ントが開催され、当日会場には大 の 場

が れた。

　イ ントでは、道の の ントで特別メ ーの販

売や特別 での販売などが行われ、当JAでも「深川産

ふっくりんこ のすくい り」「野 め放 」を実施、

くの い が 戦し しんだ。この日 意した「ふっ

くりんこ」300kg、野 め放 の野 150 （ピー ン・

き り）は 時間前に 売するほど大 となった。

　さらに、深川 PR ラ ター「こめ ち」「まいまい」

に加えて、ライスランドふかがわの生 20 年とい こと

で、 市町 り 市の「KAZUMOち ん」 町の「て

しお 」、 前町の「くまだとまお」も 場し、 る

ラ 会を開催するなど会場を か た。

　 場 は「野 も も安く手に って しい」「かわいい

ラ ターに されました 一 に もできて しい」

と で話す。

青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部

北空知北空知北空知北空知北空知北空知
広域連広域連広域連広域連広域連広域連広域連広域連広域連広域連広域連広域連広域連広域連広域連広域連広域連広域連
北空知
広域連
北空知
広域連 　 月19日、北空知 連 き ンターで、北 ち 村 き生産 合 催に る き

会が開催され、JAきたそらち・JA北い きの き生産者 70 が 加した。

　 会では、 会 8 に る 会が開かれ、 村の 目で るスター スをは め、

やダ アなどのおすすめの が された。 れた生産者は 会 の 当者 り 特 の

を受けた。

　北空知 連の職員は「 年 の生産に役立てていただきたい」と話す。 会の後には 会が行われ、

き を しみながら生 状 などについて情報交 をした。

北育ち元気村
花き生産組合
北育ち元気村
花き生産組合 花き品種展示会を開催花き品種展示会を開催
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JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力

５年 月実

売 　2 381 200 （40 ）

対

前年対

59,530kWh 発電電力

（ 12 ５ ）

281,467kWh
9 005

2 352

対

前年対

47 507

31 797

組合員の集い 4年ぶりに開催

多度志町民多度志町民多度志町民多度志町民多度志町民多度志町民多度志町民多度志町民のののの集い集い集い集い集い集い集い集い多度志町民の集い多度志町民の集い

　毎年 だった「 合員の い」が4年 りに 江地 と雨竜地 の2地 で開催された。 加した 合

員は、日 の しい農 の合間に き を ながら や 間と しい と時を した。

　7月12日、 地 農 会 催の

「2023年 町 の い」が開催された。この

イ ントは、町 が一 に まる機会を と同

会が し毎年行われていたもので 年は4年

りの開催となる。

　会場では の き出しや、深川 の販売などが

行われ 加した町 たちは 事を しみながら

や 間たちとの会話に を か た。

江地 （7月4日） 雨竜地 （7月11日）

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（7）



　 月27日、当 にて ５年 「北 ち 」第３回研修会が開催され、 生 が出

した。

　空知農 改 ンター北空知支所 職員の田 氏が について講 をし、

の や 果の しい を した。田 氏は 生に対し「 を通して、 ンターや

農 に された通りに や農 の を えるだけでなく、 な なのか 当に なの

か を で えられることが重 です」と た。

　続いて、農 の 口め み氏に る講 「 が の営農 」が行われ、 口氏 の経 や ま

でに り んできた地 の 動などを し、 生に農 の な を提 した。 口氏は「地

動を通して にできることを き、 ったことが れば相 できる 間を やし人 を げて、農

をさらに発 さ ていって しい」と 生に の を送った。

　 回の講 を受けた 生

は「 についての

が大 わかりやすくて

かった」「 も農 の発

に けた行動 を 習いた

い」などと を た。

第３回研修会　開催令和５年度 北育ち元気塾

　6月30日、 村・ の農村 （村上はるみ 長）が、 ー

ムス イに れた大 開 高 学 の2年生44 を受け れた。

　 村・ の農村 は 14年に設立され、北空知管内の市町

村の農 者などが し、道内外で農 や農 体験を する学

を受け れている。

　この日、一 地 の 氏 では生 4 を受け れ、スター

スの ・選 体験を行った。スター スの ではハ スの

に り、1 1 めながら を行った。 は と

していた だったが時 、 に止まる を て いたり、 を雨

に さない 生 たちで して まで えて るなど しげ

に体験を行っていた。

　 加した生 は、「 が 像していた り大 で、さらに雨が

っていたためハ スから に運 のも大 でした。ただ、 と

一 に することがとても しかった」と話す。

　 回受け れを行った 氏は、「 回は生 が もする。ア

レル ーを つ生 もいるため 事 で を ことは いが、生 たちは えるとす に し に

に り んでくれる。これからもできる り受け れを続けていきたい」と話す。

元気村・夢の農村塾元気村・夢の農村塾元気村・夢の農村塾元気村・夢の農村塾元気村・夢の農村塾元気村・夢の農村塾元気村・夢の農村塾元気村・夢の農村塾元気村・夢の農村塾元気村・夢の農村塾元気村・夢の農村塾元気村・夢の農村塾
大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験大阪府の高校生が農業体験

元気村・夢の農村塾
大阪府の高校生が農業体験

元気村・夢の農村塾
大阪府の高校生が農業体験
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　当JAでは 年も、JAと 合員との交 の場「JAきたそ

らち地 農 」を開催し、 年 はJA管内に 合

員18 が した。

7月7日に、当JA 所第1・第2 会 で第1回 会

が開催され、 員 やJA役職員などが出 した。　

　開会に たり 田 正 合長は、「地 農 にJAがど わ

っているのかを に 理 いただいた で、 の たこ

とを えていただき が 出 れば」と した。　

　 では、「 ム 」の を つ青果部の 原秀 青果課長から、 園や 動について

の講習会が行われた。 員からは、「 園をする際の追 の 」など くの が出され、同職員は

くりやプランター のコ 、 の や特 などについて を行った。　　　　

　さらに、 施設の 学を行い、 はなかなか ることのできない施設内部を 学し、 から ・

出 までのそれ れの で最新 の設備と した 管理

が行われていること に が られた。

　 加した 員は「 年間 んなことを学ば て きたい。

しみです」「前に 加した に す く しかった と さ

れて 加した。 も しかった と える に 動したい」

と話す。

　 年 も時 に合わ た 動を5回に けて行 。

6月23日、深川市 地野球場でJA空知青年部連合会

北ブ 第47回球技大会が3年 りに開催された。JAき

たそらち青年部・JA北い き青年部・NOSAI道 ・JA職員

ら196 が 加し、12 ーム対 の ース ール大

会が行われた。

　開催に たり同連合会北ブ 代表理事の川村 部長

は「 にも まれ、3年 りの球技大会を 事開催できて

ほっとしている。 に十 を け、 しく運動して、

しく飲んで最高の1日をみんなで りたい」と した。

　 加者は日 の れを れプレーを しみ、 戦の 果JA

北い き 田支部が優勝し、JAきたそらち 支部が準優

勝とい 果になった。球技大会 後は、当JAライスター

ルにて 会を行い日 の農 などを話 に交 を深

めた。

令和令和令和令和令和令和令和555年度年度年度年度年度年度年度年度年度年度年度年度
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（ⓒよい食P）

北ブロック球技大会
JA空知青年部連合会

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（9）
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振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部
農業
振興部
農業
振興部

　
７
月
６
日
、
第
32
回
さ
く
ら
カ
レ
ッ
ジ
講
習
会
を
開
催
し
部
員
25

名
が
参
加
し
た
。

　
今
回
は
旭
川
市
に
あ
る
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室
Ｌ
ａ

Ｐ
ｏ
ｒ
ｉ
ｎ（
ラ
ポ
リ
ン
）
上
森
美
穂
氏
を
講
師
に
迎
え
「
コ
ル
ク

人
形
・
マ
ニ
キ
ュ
ア
フ
ラ
ワ
ー
」
講
習
会
を
開
催
し
た
。

　
廃
材
に
な
っ
て
し
ま
う
シ
ャ
ン
パ
ン

コ
ル
ク
に
針
金
で
手
足
を
付
け
て
コ
ル
ク
人
形

を
作
り
、
針
金
で
作
っ
た
花
び
ら
に
自
分
の
好

き
な
色
の
マ
ニ
キ
ュ
ア
を
塗
り
花
束
に
し
て
持

た
せ
て
、
ボ
ー
ド
に
貼
り
付
け
る
と
出
来
上
が

り
と
な
る
。

　
針
金
に
マ
ニ
キ
ュ
ア
を
塗
る
作
業
が
難
し
く

最
初
は
苦
戦
し
て
い
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
ス

ピ
ー
ド
が
上
が
り
、
当
初
３
本
予
定
の
マ
ニ
キ

ュ
ア
フ
ラ
ワ
ー
を
５
〜
６
本
作
る
参
加
者
も
い

た
。

　
コ
ル
ク
人
形
は
、
帽
子
を
か
ぶ
せ
た
り
髪
の

毛
を
つ
け
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ
る
仕
上

が
り
と
な
り
世
界
に
一
つ
だ
け
の
ほ
っ
こ
り
癒

し
の
人
形
の
完
成
と
な
っ
た
。

　
参
加
し
た
部
員
は
「
集
中
し
て
作
る
と
時
間

が
あ
っ
と
い
う
間
に
経
っ
て
楽
し
か
っ
た
」「
皆

さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
ア
イ
デ
ィ
ア
で
と
て
も

勉
強
に
な
る
」
と
語
っ
て
い
た
。
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だよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだより
女性部
だより
女性部
だより

　
７
月
５
日
、Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
大
学
「
カ
レ
ッ
ジ
あ
み
て
ぃ
え
」
３
期

生
の
第
７
講
が
開
催
さ
れ
、
受
講
生
８
名
が
参
加
し
た
。

　
第
７
講
で
は
、
北
竜
町
で
活
動
を
し
て
い
る
「
つ
む
ぎ
」
よ
り
浅
野
香
織
氏
、

竹
林
玲
子
氏
、
谷
本
桂
氏
、
吉
田
愛
氏
の
４
名
を
講
師
に
迎
え
、
北
竜
産
の
稲

わ
ら
を
使
っ
た
手
作
り
リ
ー
ス
を
製
作
し
た
。

　
作
業
が
始
ま
る
と
受
講
生
た
ち
は
、
講
師
に
指
導
を
受
け
な
が
ら
真
剣
な
顔

つ
き
で
丁
寧
に
縄
を
編
ん
で
い
っ
た
。
飾
り
つ
け
の
工
程
で
は
、
様
々
な
種
類

の
材
料
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
飾
り
を
悩
み
な
が
ら
選
び
、
リ
ー
ス
に
接

着
し
完
成
さ
せ
た
。

　
受
講
生
は「
縄
を
編
む
の
が
難
し
か
っ
た
が
、や
り
が
い
が
あ
っ
て
楽
し
か
っ

た
」「
と
て
も
可
愛
ら
し
く
仕
上
が
っ
た
の
で
玄
関
に
飾
り
た
い
」
と
話
し
、

満
足
そ
う
な
笑
顔
を
見
せ
た
。
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「
も
う
一
泊
く
ら
い
し
た
い
と
思
わ
な
い
？
」

「
ま
た
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
旅
行
が
し
た
い
ね
。」

「
全
員
来
年
も
支
部
長
さ
せ
て
も
ら
う
？
（
笑
）」

「
支
部
長
の
同
期
会
が
今
か
ら
楽
し
み
。」

「
こ
ん
な
に
楽
し
い
体
験
が
で
き
る
な
ら
多
く
の
部

員
さ
ん
に
支
部
長
の
経
験
を
し
て
欲
し
い
。」

「
支
部
長
相
互
の
親
睦
を
で
き
る
だ
け
年
度
早
期
に
深

め
た
い
」
と
の
事
務
局
の
意
向
も
あ
り
例
年
よ
り
早
い
６
月

23
日
・
24
日
に
今
年
度
の
支
部
長
研
修
旅
行
が
遂
行
さ
れ
ま

し
た
が
、
先
述
の
様
な
言
葉
が
飛
び
交
う
狙
い
ど
お
り
の
充

実
し
た
一
泊
二
日
間
で
あ
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
旅
行
日
程
上
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し
ま

し
て
は
、
河
東
群
音
更
町
Ｊ
Ａ
木
野
ハ
ピ
オ
に
於
け
る
お

米
の
販
売
促
進
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で

あ
り
ま
し
ょ
う
。
米
穀
課
に
よ
る
十
勝
で
の
三
日
間
の
販

促
期
間
に
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て
旅
程
を
調
整
し
て
い

た
だ
き
、
生
産
者
で
あ
る
私
た
ち
が
自
ら
店
頭
売
場
に
立

ち
消
費
者
で
あ
る
お
客
様
に
直
接
お
米
を
御
奨
め
し
、
手

か
ら
手
へ
お
渡
し
す
る
、
と
い
う
得
難
い
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
深
川
、
北
竜
、
雨
竜
の
自
慢
の
米
に
加
え
て

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
の
花
や
幌
加
内
の
蕎
麦
の
Ｐ
Ｒ
も
併
せ

て
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
ス
タ
ー
ト
は
金
曜
午
後
１
時
、
お
客
様
は
既
に
昼
食
を

摂
ら
れ
て
お
り
試
食
を
お
勧
め
し
て
も
あ
ま
り
手
が
伸
び

な
い
時
間
帯
。
で
す
が
そ
こ
で
引
き
退
が
る
よ
う
な
柔
な

支
部
長
は
お
り
ま
せ
ん
「
お
持
ち
帰
り
下
さ
っ
て
後
で
食

べ
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
！
」
ゆ
め
ぴ
り
か
に
劣
ら
ぬ
粘

り
強
さ
で
す
。
遠
巻
き
に
眺
め
る
お
客
様
に
は
接
近
戦
に

打
っ
て
出
ま
す
。
２
、
３
人
で
取
り
囲
ん
で
マ
イ
ル
ド
に

圧
を
か
け
る
裏
技
も
発
揮
。

「
家
で
は
コ
レ
し
か
食
べ
な
い
の
よ
」（
う
、
嬉
し
い
お

言
葉
、
部
長
思
わ
ず
ハ
グ
）

「
先
週
コ
レ
買
っ
た
ば
っ
か
り
な
の
さ
」（
感
謝
）

「
や
っ
ぱ
り
女
の
人
は
華
が
あ
っ
て
い
い
ね
ぇ
」（
華
!?
）

「
一
番
お
い
し
い
の
っ
て
ど
れ
？
」（
は
い
、
食
べ
比
べ

ど
う
ぞ
）

午
後
３
時
を
回
る
と
そ
ろ
そ
ろ
試
食
に
も
手
が
伸
び
て

参
り
ま
す
。

「
お
い
し
い
。
コ
ッ
チ
も
。
両
方
買
う
わ
。」（
泣
け
る
）

「
後
で
買
い
ま
す
」（
店
舗
前
の
出
店
某
焼
き
鳥
屋
さ
ん
）

　
各
支
部
長
、
お
客
様
と
の
交
流
に
も
お
米
の
品
種
並

み
に
個
性
を
発
揮
し
始
め
売
り
場
か
ら
み
る
み
る
米
が

減
り
そ
ろ
そ
ろ
補
充
、
と
い
う
頃
合
い
に
終
了
予
定
時

刻
の
午
後
４
時
と
な
り
ま
し
た
。

「
作
業
着
と
長
靴
の
方
が
ウ
ケ
た
か
も
ね
」「
後
で
来
る

っ
て
言
っ
て
た
お
母
さ
ん
ホ
ン
ト
に
来
て
く
れ
た
よ
ね
」

「
お
花
み
ん
な
喜
ん
で
た
ね
」
各
支
部
長
初
め
て
の
販
促

を
無
事
終
了
す
る
も
興
奮
冷
め
ず
。

「…

美
味
し
い
お
米
作
ら
な
き
ゃ
ね
」

生
産
者
が
販
促
に
立
つ
と
い
う
こ
と
の
意
味
は
、
た
だ

単
純
に
お
米
を
数
売
る
ば
か
り
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。

　
こ
の
健
康
的
に
よ
く
笑
う
元
気
な
人
た
ち
が
作
っ
て

い
る
ん
だ
な
、
と
い
う
消
費
者
の
安
心
の
醸
成
。

　
更
に
は
私
た
ち
自
身
が
、
お
客
様
が
喜
ん
で
食
べ
て

く
れ
て
い
る
と
い
う
手
ご
た
え
を
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
面
で
も
あ
る
の
だ
と
。
安
心
安
全
と
い
う
概
念
は
、

こ
の
生
産
者
と
消
費
者
と
の
相
互
の
信
頼
関
係
が
成
立

し
て
い
な
け
れ
ば
空
虚
な
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
明
ら
か
に
行
き
に
も
増
し
て
和
気
藹
々
と
し
た
帰
り

の
車
内
の
雰
囲
気
に
今
後
の
支
部
長
と
し
て
の
活
動
へ

の
意
欲
を
感
じ
、
女
性
部
に
於
け
る
研
修
旅
行
に
は
殊

更
に
重
要
な
意
義
が
あ
る
、
と
確
信
い
た
し
ま
し
た
。

　
日
ご
ろ
家
事
労
働
、
各
々
の
農
作
業
に
追
わ
れ
、
組

織
の
役
職
な
ど
と
は
無
縁
の
生
活
を
お
く
る
多
く
の
女

性
部
員
は
、
研
修
旅
行
と
い
う
非
日
常
の
場
を
設
定
さ

れ
た
状
態
で
漸
く
、
何
か
リ
セ
ッ
ト
の
よ
う
な
も
の
が

働
き
だ
す
の
で
は
な
い
か
、

そ
う
し
た
機
会
を
重
ね
、
切

り
替
え
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る

に
従
っ
て
役
職
ハ
ー
ド
ル
は

僅
か
で
も
低
く
な
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で

す
。

　
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
内
に
も

女
性
役
員
の
必
要
性
が
議
論

さ
れ
始
め
て
お
り
ま
す
が
、

ま
ず
は
私
た
ち
女
性
部
員
自

ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ハ
ー
ド
ル

を
越
え
る
用
意
が
で
き
て
い

る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
も
研
修
旅
行
の
よ

う
な
機
会
は
た
い
へ
ん
有
意

義
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
存
じ

ま
す
。

　
最
後
に
こ
の
度
の
旅
行
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
事

務
局
、
他
関
係
各
位
の
み
な

さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
部
　
部
長
　
　

髙
田
　
聡
子

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
部
　
部
長
　
　

髙
田
　
聡
子

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
部
　
支
部
長
研
修

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
部
　
支
部
長
研
修

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
部
　
支
部
長
研
修

女性部女性部女性部女性部女性部女性部
だよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだより
女性部
だより
女性部
だより
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農業農業農業農業農業
振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部
農業
振興部
農業
振興部

　7月12日、北育ち元気村花き生産組合副組合長の廣田和也氏（一已地区）に取材した。
　廣田さんは、令和3年から花農家を始めている。花農家を始めた理由は、初めは野菜
農家で、野菜は季節によって売れる値段の差が大きいがそれに比べて花は値段の差が少
なく収入が安定すること。花で心が安らぐためと話す。
　廣田さんは、主にスターチスという花を育てている。その他にも、ほおずき・おもちゃ
かぼちゃ・スモークツリーなども育てている。
　60ｍのハウスが8棟あり、花の本数は約34万8千本にもなるそうだ。
　廣田さんが花農家をしていて楽しいと思うことは「自分の出した花が東京・大阪で飾ら
れるようになるとやりがいを感じる」「昨年失敗してしまった花の育て方を次の年に改善し、
成功すると嬉しいし楽しい」と話す。

　花はビニールハウスで育てており、ハウス内は当然暑
い。長時間滞在すると体調を崩す可能性がある。その
ため「仕事は体を壊してまでやることではない。遮光ネ
ットを使用したり、暑くなったら休憩を取ったり仕事を切
り上げたり臨機応変に作業する」と話す。
　最後に廣田さんは「楽をして、人生楽しんで、社会貢
献していければ」と話した。

一
已
中
学
校
２
年
生
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Ａ
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農福連携担当～堀翔貴くん～農福連携担当～堀翔貴くん～

　7月12日、せがわ農園（音江地区）へ取材した。
　対応してくれたのはせがわ農園の瀬川直希さん。農園は瀬川さんの妻・父・母の4人で
経営している。さくらんぼ狩りを始めるとき、瀬川さんからひもがついた紙コップをもらった。
この紙コップは種を捨てるためのものだ。紙コップを作っているのは、市内の障がい者の人
たち。初めは瀬川さんの家族で作っていたが、量が多く間に合わなくなったためJAに相談
し農福連携で障がい者の人たちに紙コップを作ってもらうことになったそうだ。
　瀬川さんは「障がい者の人たちはきれいに作ってくれて、労力の軽減にも繋がった。大変
助かっています」と話す。種を捨てる紙コップがあることで、地面が常にきれいに保たれお
客さんからも喜ばれるそうだ。
　実際に瀬川さんに指導していただき、さくらんぼ狩りを体験した。さくらんぼは赤くなっ
ているものがおいしいこと、優しく上に持ち上げて取ることを教えていただいた。
　同農園では、8種類のさくらんぼを栽培しており、少しすっぱいが甘みがあり美味しい。
　今年は、6月18日にテントを建てたそうだ。理由はさくらんぼは水を含むと割れてしまい
甘みも落ちるため。

　この日は、外国から訪れたお客さんもいて賑わっており、
多くの人がさくらんぼ狩りを楽しんだ。瀬川さんは最後に
「農園をきれいにするとお客様が喜んでくれる。これから
も農福連携を続けていきたい」と話す。
　障がい者の人たちが作ってくれる紙コップがあるおかげ
で、農園の地面も清潔に保つことができている。これか
らも農福連携を続けていってほしい。

スマート農業担当～酒井凰助くん～スマート農業担当～酒井凰助くん～

　7月12日、（株）EZONE（一已地区）に取材した。
　EZONEはドローンやロボットトラクターを使い30haの土地で米・麦・大豆・花といった作物を生
産している。
　ドローンは、人がルートを設定すれば勝手に肥料や農薬を散布してくれる。さらにセンサーもあり
障害物を感知し避けることも可能だ。バッテリーを使い1回で10分の飛行が可能。散布量も1haも撒
けるそうだ。
　ロボットトラクターは2つのタイプを見せてもらった。1つ目は、人が乗車しなければ作動しないも
のだ。人が運転しなくてもルートを設定すれば衛星を利用して位置情報を把握し自動で運転を行う。
　2つ目は、完全無人のタイプだ。人が乗っていなくても衛星を利用し設定されたルートを自動で運
転する。そしてトラクターの前後につける作業機も進化していて、土を起
こしたり石を細かくする機械もある。
　（株）EZONEの坂田輝行代表取締役は、「今、農家の人手が減っている。
だから機械で人手をカバーする」と話す。
　農業も機械化が進んでいる。正直こんなに進んでいるとは思わなかっ
た。改めてすごいと感じた。

施設見学＆料理体験担当～遠藤大騎くん～施設見学＆料理体験担当～遠藤大騎くん～

　7月13日、JAきたそらちの深川マイナリーを見学した。
　マイナリーでは、長い階段を上り屋上へ向かった。屋上からの景色はと
ても良く、小中学校などの知っている建造物を普段とは異なる視点で見
ることができた。
その後、JAきたそらちでは深川産の農畜産物を使用し、「黒米ちらしず

し」や「アスパラの豚肉巻き」を作った。調理は友達と4人で協力して作ることができたのでいい思い
出となった。皆てきぱきと上手にできて、ほめていただけたのでとても楽しくできた。実食では、JA
きたそらちの方々にも食べていただき「おいしい」と言ってもらえてとてもうれしかった。また、深川産
の農畜産物は地元の直売所で購入でき、美味しいと教えていただいたのでこれからも食べていきたい。
　最後に、JAきたそらちの方々はとても優しくいい人たちで、また来たいと思った。
　良い体験をさせていただいたので、感謝しかないなと思った。

花き担当～宮崎羽琉くん～花き担当～宮崎羽琉くん～

　 月12日と13日の 日間、一 学 年生 が職場体験として当JAを れ、 報 務を体験した。

　体験を通して、地 の「地 農 」と「農 」の わりを学んでもら ことを目 として、

生 にはJA管内3件の生産者のもと を行って いた。

　初めは し、 っている も られたが生産者と話していく上で し つ打ち

け しく を行 ことができていた。

　2日目には、当JAの 深川 イ ー の 学、深川

産農畜産 を した「 ちらし し」「アス ラの

き」の 理体験も行った。

「実際に生産者と会って、話をして、理 をして、 事に

まとめる」日 では経験できない 実した職場体験となった。

一已中学校広報隊！～職場体験で広報を体験～一已中学校広報隊！～職場体験で広報を体験～

（12）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



農業
振興部
農業
振興部

　7月12日、北育ち元気村花き生産組合副組合長の廣田和也氏（一已地区）に取材した。
　廣田さんは、令和3年から花農家を始めている。花農家を始めた理由は、初めは野菜
農家で、野菜は季節によって売れる値段の差が大きいがそれに比べて花は値段の差が少
なく収入が安定すること。花で心が安らぐためと話す。
　廣田さんは、主にスターチスという花を育てている。その他にも、ほおずき・おもちゃ
かぼちゃ・スモークツリーなども育てている。
　60ｍのハウスが8棟あり、花の本数は約34万8千本にもなるそうだ。
　廣田さんが花農家をしていて楽しいと思うことは「自分の出した花が東京・大阪で飾ら
れるようになるとやりがいを感じる」「昨年失敗してしまった花の育て方を次の年に改善し、
成功すると嬉しいし楽しい」と話す。

　花はビニールハウスで育てており、ハウス内は当然暑
い。長時間滞在すると体調を崩す可能性がある。その
ため「仕事は体を壊してまでやることではない。遮光ネ
ットを使用したり、暑くなったら休憩を取ったり仕事を切
り上げたり臨機応変に作業する」と話す。
　最後に廣田さんは「楽をして、人生楽しんで、社会貢
献していければ」と話した。
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農福連携担当～堀翔貴くん～農福連携担当～堀翔貴くん～

　7月12日、せがわ農園（音江地区）へ取材した。
　対応してくれたのはせがわ農園の瀬川直希さん。農園は瀬川さんの妻・父・母の4人で
経営している。さくらんぼ狩りを始めるとき、瀬川さんからひもがついた紙コップをもらった。
この紙コップは種を捨てるためのものだ。紙コップを作っているのは、市内の障がい者の人
たち。初めは瀬川さんの家族で作っていたが、量が多く間に合わなくなったためJAに相談
し農福連携で障がい者の人たちに紙コップを作ってもらうことになったそうだ。
　瀬川さんは「障がい者の人たちはきれいに作ってくれて、労力の軽減にも繋がった。大変
助かっています」と話す。種を捨てる紙コップがあることで、地面が常にきれいに保たれお
客さんからも喜ばれるそうだ。
　実際に瀬川さんに指導していただき、さくらんぼ狩りを体験した。さくらんぼは赤くなっ
ているものがおいしいこと、優しく上に持ち上げて取ることを教えていただいた。
　同農園では、8種類のさくらんぼを栽培しており、少しすっぱいが甘みがあり美味しい。
　今年は、6月18日にテントを建てたそうだ。理由はさくらんぼは水を含むと割れてしまい
甘みも落ちるため。

　この日は、外国から訪れたお客さんもいて賑わっており、
多くの人がさくらんぼ狩りを楽しんだ。瀬川さんは最後に
「農園をきれいにするとお客様が喜んでくれる。これから
も農福連携を続けていきたい」と話す。
　障がい者の人たちが作ってくれる紙コップがあるおかげ
で、農園の地面も清潔に保つことができている。これか
らも農福連携を続けていってほしい。

スマート農業担当～酒井凰助くん～スマート農業担当～酒井凰助くん～

　7月12日、（株）EZONE（一已地区）に取材した。
　EZONEはドローンやロボットトラクターを使い30haの土地で米・麦・大豆・花といった作物を生
産している。
　ドローンは、人がルートを設定すれば勝手に肥料や農薬を散布してくれる。さらにセンサーもあり
障害物を感知し避けることも可能だ。バッテリーを使い1回で10分の飛行が可能。散布量も1haも撒
けるそうだ。
　ロボットトラクターは2つのタイプを見せてもらった。1つ目は、人が乗車しなければ作動しないも
のだ。人が運転しなくてもルートを設定すれば衛星を利用して位置情報を把握し自動で運転を行う。
　2つ目は、完全無人のタイプだ。人が乗っていなくても衛星を利用し設定されたルートを自動で運
転する。そしてトラクターの前後につける作業機も進化していて、土を起
こしたり石を細かくする機械もある。
　（株）EZONEの坂田輝行代表取締役は、「今、農家の人手が減っている。
だから機械で人手をカバーする」と話す。
　農業も機械化が進んでいる。正直こんなに進んでいるとは思わなかっ
た。改めてすごいと感じた。

施設見学＆料理体験担当～遠藤大騎くん～施設見学＆料理体験担当～遠藤大騎くん～

　7月13日、JAきたそらちの深川マイナリーを見学した。
　マイナリーでは、長い階段を上り屋上へ向かった。屋上からの景色はと
ても良く、小中学校などの知っている建造物を普段とは異なる視点で見
ることができた。
その後、JAきたそらちでは深川産の農畜産物を使用し、「黒米ちらしず

し」や「アスパラの豚肉巻き」を作った。調理は友達と4人で協力して作ることができたのでいい思い
出となった。皆てきぱきと上手にできて、ほめていただけたのでとても楽しくできた。実食では、JA
きたそらちの方々にも食べていただき「おいしい」と言ってもらえてとてもうれしかった。また、深川産
の農畜産物は地元の直売所で購入でき、美味しいと教えていただいたのでこれからも食べていきたい。
　最後に、JAきたそらちの方々はとても優しくいい人たちで、また来たいと思った。
　良い体験をさせていただいたので、感謝しかないなと思った。

花き担当～宮崎羽琉くん～花き担当～宮崎羽琉くん～

　 月12日と13日の 日間、一 学 年生 が職場体験として当JAを れ、 報 務を体験した。

　体験を通して、地 の「地 農 」と「農 」の わりを学んでもら ことを目 として、

生 にはJA管内3件の生産者のもと を行って いた。

　初めは し、 っている も られたが生産者と話していく上で し つ打ち

け しく を行 ことができていた。

　2日目には、当JAの 深川 イ ー の 学、深川

産農畜産 を した「 ちらし し」「アス ラの

き」の 理体験も行った。

「実際に生産者と会って、話をして、理 をして、 事に

まとめる」日 では経験できない 実した職場体験となった。

一已中学校広報隊！～職場体験で広報を体験～一已中学校広報隊！～職場体験で広報を体験～

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（13）



6月29日、北竜 まわりすいか 合（ 合長）が特別 護 人 ーム北竜町 園に「北竜

まわりすいか」4玉 り3 の を行った。

　この は地 の特産 で る まわりすいかを利 者に しんでもら ことを目 として長年にわ

たり毎年行われていたが、 年は新 コ イルスの で の ができておら 回3年 り

の実施となった。

　この日は、 合長が同施設を れ「 し り

に することができて しい。 さんで美

しく ていただければ」と した。

　受け った同施設の 行園長は「 年も

いただき りがと ざいます。大 かります。

地 の美 しい の ートを利 者の に美

しく し上がってほしい」と を た。

北竜支所
北竜ひまわりすいか

福祉施設へ贈呈

7月5日、「 レン・ スタンス レンジ2023」の深川大会が深川市 上 技場で行われた。

　同大会には、 内外の ・長 のト プラン ーが出場し、 5000 や 10000 など全16

レースが行われた。

　また、当JAの 田 人 務が 10000 のプレ ンターを務め、同レースで優勝した 選手

（JR 日 ）にふかがわ や深川 、 など農畜産 を手 した。

　 年も大 の が 技場に れ、選手らに を送った。さらに、当日インターネ トでも 技の

が生 された。

「ホクレン・ディスタンスチャレンジ2023」「ホクレン・ディスタンスチャレンジ2023」
深川大会で農畜産物を贈呈深川大会で農畜産物を贈呈

（14）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



　 15年に設立された ラン アグループ「 江 な く」は

会員を しております。

　 動内 は、 に 江地 内の 人 の アとなります。

　・安 確認（ 話・ ）

　・ のお手 送

　・ 頭 り、 など

　 会員、 理のない できる での 動を行っております。

　さらに、会員同 のコ ー ンのため研修 行や学習会

も開催しています。

　6月26日、 内年 の会（川 会長）の 5年

の研修 行が 年に き続き開催され24 が 加した。

　 年は北 に新しく 設され話 の日 ハム イター

地の スコン ールド北 道を 学した。当日は が

かったが で、 然 の がま しい開放 な球場に 加

者の目も いていた。

　 後には、この ーアルされた 市 防 ンタ

ーで地 ・ ・ ・ などの体験や３ の 害バー

ル映像を視聴しまさかの時の えをした。

　その後 い 人 ー でお 産を し、 は ジン ス

ン （ 川市）で を深めながら 後の を った。

内支所　

ボランティアをしてみたい方、ぜひ一緒に活動をしてみませんか？
皆さまの入会を会員一同心よりお待ちしております。

連絡先：きたそらち農協　深川支所営農課　藤井
TEL:0164-26-0137

音江ひなぎく音江ひなぎく音江ひなぎく音江ひなぎく音江ひなぎく音江ひなぎく音江ひなぎく音江ひなぎく音江ひなぎく音江ひなぎく音江ひなぎく音江ひなぎく音江ひなぎく音江ひなぎく音江ひなぎく音江ひなぎく音江ひなぎく音江ひなぎく音江ひなぎく音江ひなぎく音江ひなぎく音江ひなぎく音江ひなぎく音江ひなぎく音江ひなぎく音江ひなぎく音江ひなぎく音江ひなぎく音江ひなぎく 会会会 員員員 募募募 集 中会 員 募 集 中

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（15）



空知管内JA野球大会
優　勝

JAきたそらち野球部

　JAきたそらち野球部は、7月3日と7月5日の両日、新十津川町のふるさと公園とピンネスタジアムにて

開催された「第64回 空知管内JA野球大会」に出場し、4回目の優勝を果たした。前回大会に続き3連覇

となった。

　1試合目は、JAびばいと対戦し3回コールドの14対1で勝利、準決勝ではJAながぬまと対戦し５回コ

ールドの9対0で勝利した。迎えた決勝戦では、JAいわみざわとの対戦となり、初回に先頭打者の堀口（青

果部施設課）が塁に出ると、続く佐藤（雨竜支所営農課）の送りバントで相手の守備が乱れ、その間に堀口

が生還し先制点を挙げた。

　4回には、長場（販売部農産課）が長打を放ち、さらに2点

を追加。5回、6回にも点を重ね6回コールドの10対0で勝利し、

全試合コールドで優勝を飾った。

　表彰式では勝利監督賞を玉置（渉外課）、美技賞を稲田（畜

産課）、最優秀選手賞を佐藤が受賞した。同部は空知管内を代

表して、9月5日から6日に江別市で行われる全道大会に出場

する。

6月28日、コンプライアンス意識を高めるため全役職員を対象とした「コンプライアンス研修会」を開

催した。同研修会は毎年この時期に実施している。

　同研修会では、総務経理課職員が、個人情報保護、コンプライア

ンス遵守、ハラスメント防止などについて話した。

　また、7月12日には「交通安全講習会」が行われた。

　同講習会は、深川警察署交通課長の上村大地氏を講師に迎えて行

われ、北空知管内の死亡事故発生の実態や事故に遭った車のドライ

ブレコーダーの映像を視聴し、交通事故の悲惨さ事故の原因などを

学んだ。また、お酒に酔った状態の視界を再現した特殊なゴーグル

を装着し、実際に歩いてみるといった体験も行い、飲酒運転がどれ

ほど危険なものかを改めて確認した。講習会の最後に上村氏は、「動

機」「機会」「正当化」の３点からなる「不正のトライアングル」を

提唱し、どれか一つ条件が揃えば誰しもが交通事故の加害者となる

ことを職員に呼びかけた。

　役職員にとって不祥事・交通事故の未然防止に役立つ研修会とな

った。

総務部総務部総務部総務部総務部総務部総務部総務部総務部総務部総務部総務部総務部総務部総務部総務部総務部総務部総務部総務部 JAきたそらち役職員向け研修会を開催
～交通安全講習会・コンプライアンス研修会～
JAきたそらち役職員向け研修会を開催

～交通安全講習会・コンプライアンス研修会～

（16）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



販売部 米穀課
高木真樹 課長からのコメント

販売部 米穀課
高木真樹 課長からのコメント

当JAのメイン作物である「水稲」「米」に
関わる、生産指導、集荷、保管、販売、精
算の業務を担当しています。
また、精米に関わる業務も行っており、きた
そらち産の美味しいお米を精米し全国の消費
者にお届けをしております。
北海道一お米を取り扱うJAとして「日本一
の米産地になる」を実現するべく、時代の流
れに沿った新しい生産技術や販売手法を取り
入れ、地域と生産者がより一層潤うように課
内職員日々努力をして参ります。

JAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらち 部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部署署署署署署署署署署署署署署署署署紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介 No.4No.4

販売部販売部

令和５年度

3列目左から▶吉田智哉、鈴木友也、田中佑汰、大路範一、宮脇正博
２列目左から▶北清浩美、秋場美雪、立花乃理子、伊藤あゆみ主査、三浦智子主査、堀口知江美
１列目左から▶松田和弥、島倉恵一考査役、佐藤一久部長、高木真樹課長、中原淳主査

販売部 農産課
秋山眞輝 課長からのコメント

販売部 農産課
秋山眞輝 課長からのコメント

小麦・大豆・そばなど畑作物全般を担当し
ています。
生産支援・集荷体制整備・販売強化などに
取り組み、畑作物による所得の安定確保を
目指してまいります。

販売部 畜産課
中野智晴 課長からのコメント

販売部 畜産課
中野智晴 課長からのコメント

家畜の販売並びに導入、また生乳に関する
検査や各種事業の申請など、畜産に関連す
る業務を総体的に行っております。
昨今畜産業界を取り巻く環境は非常に厳しい
情勢が続いておりますが、生産者の経営に
少しでも貢献できるようメンバー全員で取組
んでいきます！

後列左から▶和田蒼士、長場夏太、渡部翔也、毛利陽紀、辻聖也

前列左から▶村山愉香主査、齋藤直寛主査、秋山眞輝課長、佐野雄平主査

後列左から▶横山輝好、小野裕之、大岡由貴、稲田集哉

前列左から▶山崎栞、中野智晴課長、松原健太
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【著者】石田邦雄（いしだくにお）氏
1946年北海道新得町生まれ。(有)石田コンサルタントオフィス代表取締役、めでる研究室主宰。
国鉄、会計事務所を経て中小企業診断士として独立開業。
現在は社会保険労務士、キャリアコンサルタントとして、組織改革や人材育成に携わる。人と企業
のマッチングを目指し、中小企業大学校を初めJAカレッジなど、多くの団体、企業と携わる。「教
えるよりも考える」、「学ぶより気づく」を柱に、体験学習を交えたわかり易い研修が特徴。著書に「産
業カウンセリング」や「縁を紡ぎ、人を育む」など多数。

各
人
に
問
わ
れ
る
「
考
え
方｣

の

あ
り
よ
う

　
年
の
８
月
、
産
業
現
場
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
あ
る
方
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

稲
盛
和
夫
氏
で
す
。
京
都
セ
ラ
ミ
ッ
ク
株

式
会
社
（
現
・
京
セ
ラ
）
を
立
ち
上
げ
、

第
二
電
電
（
現
・
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
）
を
設
立
し
、

そ
の
後
、
経
営
に
赤
信
号
が
出
た
日
本
航

空
の
会
長
と
し
て
そ
の
建
て
直
し
に
尽
力

す
る
な
ど
、
わ
が
国
の
経
済
に
多
大
な
貢

献
を
し
た
方
で
す
。私
は
そ
れ
を
信
奉
し
、

氏
の
考
え
方
等
を
学
ぶ
「
盛
和
塾｣

の
塾

生
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
考
え
方
等
に

は
共
鳴
す
る
も
の
が
あ
り
、
私
自
身
も
ど

こ
か
で
そ
れ
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
一
人
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
稲
盛
氏
の
考
え
方
と
し
て
、

つ
と
に
有
名
な
の
に
「
人
生
の
方
程
式｣

が
あ
り
ま
す
。
次
の
算
式
が
そ
れ
に
当
た

り
ま
す
。

人
生
・
仕
事
の
結
果
＝

考
え
方×

熱
意×

能
力

　
稲
盛
氏
い
わ
く
。
人
生
を
成
功
さ
せ
る

為
に
は
と
り
わ
け
「
考
え
方｣

が
重
要
だ

と
。
他
の
二
つ
、
即
ち
、「
熱
意｣

や
「
能

力｣

は
最
も
低
く
て
も
「
ゼ
ロ｣

な
の
で
す

が
「
考
え
方｣

は
そ
う
は
な
り
ま
せ
ん
。

同
じ
物
事
を
捉
え
る
に
し
て
も
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
考
え
方
な
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
算

式
が
か
け
算
で
あ
る
が
ゆ
え
に
こ
れ
が
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
だ
と
、
ど
の
よ
う
に
些
細
な
こ

と
で
あ
っ
た
に
し
て
も
結
果
は
マ
イ
ナ
ス

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
と
り
わ
け
怖
い

の
は
熱
意
や
能
力
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ

ど
、
そ
の
マ
イ
ナ
ス
が
大
き
く
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
と
な
る
と
、
人
が
育
つ
組

織
に
す
る
為
に
ま
ず
問
わ
れ
る
の
は
「
考

え
方
が
ど
う
か
？｣

で
す
。
皆
さ
ん
の
周

り
で
も
お
り
ま
せ
ん
か
？
「
優
秀
で
あ
る

が
考
え
方
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
で
批
判
的｣…

そ
れ
で
企
業
の
ア
キ
レ
ス
腱
に
な
っ
て
い

る
存
在
の
人
が
。
働
く
現
場
に
お
い
て
は

「
技
術
（
ス
キ
ル
）｣

も
非
常
に
重
要
で
す

が
、
私
は
そ
の
土
台
に
こ
う
し
た
「
考
え

方｣

が
問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
貴

Ｊ
Ａ
に
お
世
話
に
な
り
「
サ
ム
ラ
イ
塾
」

等
で
講
義
を
し
て
お
り
ま
す
が
、「
心
の

有
り
様
（
マ
イ
ン
ド
）｣…

言
葉
を
変
え
る

と
「
人
間
性｣

に
ベ
ー
ス
を
お
く
ゆ
え
ん

は
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。確
か
、人
柄
が
し
っ

か
り
し
、
考
え
方
が
前
向
き
な
人
で
あ
れ

ば
、
一
つ
の
気
づ
き
を
得
た
ら
、
必
要
と

思
え
ば
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
る
機
会
を
自

ら
求
め
て
い
く
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
知
識
や
経
験
な
ど
を
踏
ま
え
、
少
し

で
も
各
人
の
成
長
に
向
け
背
中
を
押
す
こ

と
が
出
来
れ
ば
と
、
30
年
あ
ま
り
の
講
師

業
の
集
大
成
の
よ
う
な
気
構
え
で
。
そ
れ

が
農
業
の
発
展
の
後
押
し
を
し
、
地
域
へ

の
貢
献
と
し
て
自
分
自
身
が
生
か
せ
る
道

だ
か
ら
で
す
。

　
何
故
に
今
回
、
こ
れ
を
話
題
に
し
た
か

と
い
い
ま
す
と
、
こ
う
し
て
様
々
な
Ｊ
Ａ

と
お
付
き
合
い
を
し
て
い
る
と
、
こ
の
考

え
方
に
？
が
つ
く
人
が
多
い
よ
う
に
感
じ

る
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
意

味
で
組
織
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
役
割

を
担
う
の
が
管
理
者
の
方
々
で
す
。
こ
の

人
達
に
ま
ず
問
わ
れ
る
の
は
組
織
や
仕
事

の
向
き
合
い
方
な
ど
に
対
す
る
考
え
方
で

す
。
部
下
は
そ
う
し
た
上
司
を
モ
デ
ル
に

し
て
育
ち
ま
す
。
更
に
そ
の
考
え
方
は
、

組
織
と
し
て
大
切
な
横
の
協
働
関
係
に
も

大
き
く
影
響
を
与
え
、
チ
ー
ム
と
し
て
の

成
果
に
直
結
し
ま
す
。
貴
Ｊ
Ａ
の
理
念

カ
ー
ド
を
見
て
み
る
と「
め
ざ
す
職
員
像
」

と
し
て
「
私
た
ち
は
組
合
員
、
利
用
者
、

地
域
社
会
、
そ
し
て
家
族
に
『
”寄
り
添

う“
こ
と
が
で
き
る
自
律
創
造
型
の
職
員

を
め
ざ
し
ま
す｣

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
「
自
律
型
人
財｣

を
育
て
る
た
め
に

は
「
自
律
型
上
司｣

の
存
在
が
不
可
欠
で

す
。
こ
う
考
え
る
と
”人
が
育
つ
組
織“

に
す
る
為
に
は
、
ス
キ
ル
以
前
に
「
考
え

方
の
教
育｣

を
ベ
ー
ス
に
お
く
こ
と
で
す
。

そ
の
為
に
は
管
理
者
教
育
が
重
要
で
「
管

理
者
が
変
わ
ら
ず
し
て
組
織
は
変
わ
ら
な

い｣

と
断
言
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ

の
「
考
え
方｣

の
上
に
、
大
事
に
な
る
の

が
組
織
と
し
て
「
共
通
用
語｣

を
持
つ
こ

と
で
す
。
手
前
味
噌
で
は
あ
り
ま
す
が
、

一
昨
年
に
上
梓
し
た
拙
著
の
タ
イ
ト
ル
で

あ
る
「
豊
か
に
働
き
、
す
て
き
に
生
き
る
」

も
そ
の
一
つ
と
し
て
は
有
効
で
は
と
思
っ

て
い
ま
す
。
何
故
な
ら
、
立
場
や
職
種
の

違
い
等
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
こ
れ
に
反

旗
を
翻
す
人
は
ま
ず
は
い
な
い
で
し
ょ
う

か
ら
。

　
さ
て
、
あ
な
た
の
考
え
方
は
い
か
に
？

石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄ののののののののの石田邦雄の石田邦雄の 農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛 第28回第28回
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発
声
障
害
と
構
音
障
害

医
療
法
人
社
団

本
間
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

本

間
　
　
　裕

も
っ
と
も
人
間
ら
し
い
行
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
言
語
（
げ
ん
ご
：
こ
と
ば
）
の
使
用
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
人
間
は
言
葉
を
使
っ
て
周
囲
と
意
志
の
疎
通
が
で
き
ま
す
。

言
葉
を
つ
か
え
る
か
ら
こ
そ
、
人
間
は
今
の
よ
う
な
社
会
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
話
し
こ
と
ば
の
も
と
と
な
る
、
声
（
こ
え
）、
を
生
み
だ
す
器
官
を
喉
頭
（
こ

う
と
う
）、
言
葉
の
発
音
に
関
与
す
る
器
官
（
構
音
器
官
：
こ
う
お
ん
き
か
ん
）
は
咽
頭
（
い
ん
と
う
）、
口
腔
（
こ
う
く
う
）、
鼻
腔
（
び
く
う
）
で
あ
り
、
耳
鼻
咽
喉

科
は
そ
れ
ら
を
診
療
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

発
声
障
害
と
は
、
声
を
生
み
だ
す
喉
頭
（
こ
う
と
う
）
の
異
常
に
よ
っ
て
、
声
が
出
に
く
く
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
声
の
質
が
悪
く
な
っ
た
り
す
る
（
声
が
か
す
れ
る
）

状
態
を
言
い
ま
す
。
鼻
水
と
咳
が
出
る
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
風
邪
を
ひ
い
た
時
は
、
声
帯
に
も
急
性
炎
症
が
起
こ
り
腫
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
声
が
か
す
れ
ま
す
。
あ
る

い
は
声
帯
に
慢
性
的
な
ポ
リ
ー
プ
や
結
節
な
ど
が
で
き
た
場
合
に
も
発
声
障
害
が
起
こ
り
ま
す
。
ポ
リ
ー
プ
や
結
節
は
声
の
濫
用
や
酷
使
が
原
因
の
こ
と
が
多
く
、
声
の

安
静
や
声
の
出
し
方
の
指
導
を
行
っ
て
も
良
く
な
ら
な
い
場
合
に
は
手
術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
喉
頭
に
腫
瘍
が
で
き
た
場
合
も
当
然
な
が
ら
慢
性
的
に
声
は
か
す
れ
て

き
ま
す
。
悪
性
の
も
の
を
喉
頭
が
ん
と
呼
び
ま
す
。
反
回
神
経
と
呼
ば
れ
る
声
帯
を
動
か
す
神
経
が
何
ら
か
の
原
因
で
麻
痺
し
た
場
合
も
、
か
す
れ
声
と
な
り
ま
す
。
反

回
神
経
の
麻
痺
の
原
因
は
ウ
イ
ル
ス
感
染
、
喉
頭
が
ん
、
下
咽
頭
が
ん
、
甲
状
腺
が
ん
、
肺
が
ん
、
食
道
が
ん
な
ど
に
よ
っ
て
も
起
こ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

発
声
障
害
を
正
し
く
診
断
し
治
療
す
る
に
は
、
耳
鼻
咽
喉
科
で
直
接
喉
頭
を
観
察
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

声
帯
で
発
生
し
た
声
を
、
咽
頭
、
口
腔
、
鼻
腔
な
ど
の
形
を
変
え
て
語
音
（
ご
お
ん
）
と
し
て
構
成
し
、
言
葉
を
つ
く
る
こ
と
を
構
音
（
こ
う
お
ん
）
と
言
い
ま
す
。

構
音
は
小
児
期
に
確
立
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
構
音
が
障
害
さ
れ
る
と
、
言
葉
と
し
て
聞
き
取
り
に
く
い
発
声
と
な
り
ま
す
。
成
人
以
降
に
、
脳
血
管
障
害
や
神

経
変
性
疾
患
な
ど
で
起
こ
る
構
音
障
害
を
運
動
性
構
音
障
害
と
呼
び
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
ま
た
耳
鼻
咽
喉
科
で
は
、
舌
や
の
ど
の
が
ん
の
治

療
を
行
い
ま
す
が
、
手
術
治
療
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
程
度
の
構
音
障
害
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
再
建
手
術
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
と
ば
は
、
出
生
後
の
学
習
に
よ
っ
て
身
に
つ
い
て
い
く
も
の
で
す
。
生
ま
れ
つ
き
聴
こ
え
が
悪
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
構
音
器
官
に
障
害
が
あ
る
と
、
こ
と
ば
の
発

達
が
順
調
に
進
ま
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
期
で
の
正
し
い
診
断
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

会
話
で
ほ
か
の
人
と
意
志
の
疎
通
を
図
る
こ
と
は
、人
間
ら
し
く
生
き
る
上
で
大
変
重
要
で
あ
り
、ま
た
歌
を
歌
う
こ
と
は
人
に
喜
び
を
与
え
た
り
、感
情
を
揺
さ
ぶ
っ

た
り
し
ま
す
。
自
分
が
思
う
よ
う
に
話
せ
な
い
状
況
に
な
る
と
、
他
の
人
と
の
会
話
に
積
極
的
に
参
加
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
、
社
会
性
が
ど
ん
ど
ん
低
下
し
て
い

き
ま
す
。
耳
鼻
咽
喉
科
で
は
、
聴
覚
障
害
は
も
ち
ろ
ん
、
声
や
話
し
こ
と
ば
の
異
常
に
関
し
て
も
診
療
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
異
常
を
感
じ
た
時
は
、
速
や
か
な

受
診
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。
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金融共済部からのお知らせ

本　　所
音江支所
深川支所
納内支所

TEL 0164-22-6619
TEL 0164-25-1111
TEL 0164-22-2171
TEL 0164-24-2211

多度志支所
雨 竜 支 所
北 竜 支 所
幌加内支所

TEL 0164-27-2111
TEL 0125-77-2331
TEL 0164-34-2280
TEL 0165-35-2024

ＪＡきたそらちＪＡ共済
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【ホームぺージ応募フォーム】URL：http://www.ja-kitasorachi.com/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
2

3

4

5

7
8

9
10

11

12
16
17
18

土・石・れんがなどで囲い上
に釡や鍋をかけ下で火を焚き
煮炊きする設備
地球上で、海や湖などの水で
おおわれていない部分
楕円形のボールを使うフットボ
ールの一種
無意識の習慣になっている動
作や言葉
自分の産んだ子どもの子ども
集団。仲間。「アイドル〇〇〇
〇」「仲良し〇〇〇〇」
昼間寝ること
店などを新しく始めること。
開かれていることや開いてい
ること
小さい子どものために、絵を
主にしてかかれた本
手紙を書くための用紙
考えられる最高の状態　  
牛・豚などの舌の肉  
バラやサボテンなどの植物の茎
や葉に生えているとがった部分

1

4
6

7

10
12

13
14
15

17

19
20

関 係。つ な が り。「○○○○あ
いのある人」
終わりに落ちのある滑稽な話芸
いつもくせのようにいう言葉。
決まり文句。
窓を通して、品物やお金などを
出したり入れたりするところ
女性の会社員・事務員
理科の実験に使う、透明なコッ
プのような入れ物。
動物の体内にある硬くて白いもの
妊娠している女性
プディング。特にカスタードプ
ディング
石灰やダイヤモンドを作ってい
る元素
銀を産出する鉱山
顔や首筋に生えているやわらか
い毛

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォーム・ハガキ・
ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよりに対するご意見ご要望を
記入の上ご応募下さい。
締切8月31日消印有効で当選者とクイズの答えは令和５年10月号に掲載します。
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憎
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７がつ  18にち　火ようび

音江保育園　バケツ稲レポート

ぐーんと大きく育ってます！暑い毎日で
すが稲は元気いっぱいです♪今から収穫
が楽しみですね(*´▽｀*)

１．関係団体等諸会議について
２．第1四半期随時監査報告について
３．内部監査報告について
４．組合員の加入脱退について
５．財務報告及び事業実績について
６．令和4年度農協経営分析について
７．JAバンク基本方針に基づく体制整備モニタリン
グ報告について

８．固定資産の修繕について
９．令和5年度上半期決算実地棚卸　理事並びに監事
立会について

10．職員の人事及び業務事故について
11．LINEWORKSの活用について
12．貸出金の貸付報告について
13．令和5年度麦・大豆生産技術向上事業及び産地生
産基盤パワーアップ事業の採択結果について

14．畑地化促進事業の採択結果について
15．令和5年度　主要農作物の生育概況（6月15日）
について

16．令和５年度　集荷繁忙期（秋）人員体制並びに
検査員配置について

17．令和５年産　米出荷契約、集荷販売計画について
18．令和5年産　小麦の集荷について
19．畑作物作付状況について
20．令和５年産　玄そば出荷契約数量について
21．畜産物の販売実績について
22．青果・花き集荷販売実績について
23．R5温材奨励金の支払について
24．R5肥料年度JA価格の設定について
25．R6肥料温材推進について
26．経済部事業実績について

議案第１号　会長の選任について
議案第２号　組合長、専務の選任について
議案第３号　代表理事の選任について
議案第４号　地区代表理事の選任について（変更地区

のみ）
議案第５号　委員会委員の構成について
議案第６号　各委員会の委員長、副委員長の選任につ

いて
議案第７号　理事の順位について
議案第８号　理事報酬支給区分の変更について
議案第９号　常勤理事の事務引継に係る立会人の選任

について

議案第10号　組合員の出資金持分譲渡について
議案第11号　固定資産の修繕について
議案第12号　幌加内支所そば乾燥調製施設雪害改修

工事に係る請負業者の選定について
議案第13号　固定資産の取得について
議案第14号　クミカン貸越極度額の変更について
議案第15号　貸出金の貸付について
議案第16号　理事に対する貸出承認について
議案第17号　系統外販売に係る取引先の追加について

提
出
議
案

報

告

事

項

第７回理事会 〈令和5年6月29日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

組合員の動き
（令和5年6月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,221
105
5,499
272
872

当月末
31
0
30
0
22

脱退
2
3
52
1
1

加入
1,250
102
5,477
271
893

当期首

※今月の新風は休載いたします。
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